
№ 項　　目 引き継ぎ等を要する事項 詳細な内容 提案会派・委員

１ 【写真コンクール】 写真コンクールの在り方について
平成29年度は市内在住在学の子ども達から募集したが､今後も同様の開催を継続するのか
あるいは従来の方式と隔年にするのか等の検討。

自由民主党

写真コンクール開催について
写真コンクールの開催については、今まで通りの方法で実施するのか、新たに市内の児童・生徒
から公募して実施するのか、内容も含め引き続き議論すべき。

公明党

写真コンクールの取り扱い
試行で子どもたちを対象にしたコンクールとしているため、応募量やその参加人数状況を見て、継
続するのか、元の形にするのか、違った形にするのかを協議すること

日本共産党

写真コンクール開催方法について
写真コンクールの開催について、今回、新たに児童・生徒から公募実施するが、今後の開催方法
について、募集方法等を含め引き続き議論をするべきでは。

菅野　浩考

２－１ 【議会報告会】 議会報告会広報の検証について
今期、チラシの掲示についてグリーンバスでの掲示やデジタルサイネージなど様々な個所に掲示
するという取り組みを行った。この費用対効果の検証を行ってほしい。

流政会

ポスターやチラシ作成・告知方法
ポスターの掲示場所の検証とチラシ作成について協議が必要。知り合い等の動員で集客するので
はなく、一般の不特定多数の市民が参加していただける工夫が必要。

新風流山

議会報告会の周知について
議会報告会の周知方法について、ポスターの掲示場所、や、掲示方法などは引き続き議論してい
くべき。

公明党

告知方法について
議会報告会の告知方法について、ポスターの掲示場所や、告知の手法について、効果など検証し
つつ引き続き議論していくべきでは。

菅野　浩考

広報の方法
ポスター、チラシ、ｗｅｂ、口コミなどでの広報などに取り組んできた。それぞれの媒体の効果を検証
しつつ、より効果的な活用を工夫していく必要がある。

阿部　治正　

２－２ 班構成をどうするか
当初は、地域別・期別・会派別の議員を平均的に振り分けて班構成をした、現在は試行的に常任
委員会単位で行っている。理由としては政策推進がしやすい。委員会の活性化にもつながる。吾
人の活動から議会の活動へとより進めるため。

新風流山

班構成の在り方について
現在は常任委員会ごとに班編成を組んでいるが、今後もこの方式をとるか、見直しを図り別編成に
するか、市民との議論の活性化のためにも協議を続けていくべきでは。

菅野　浩考

班編成のあり方
全議員シャッフル、委員会単位など幾つかの方法を試みてきた。議会と市民のコミュニケーション
を密にする、内容豊かにしていくとの観点から、また市政の重要課題の移動や変化などにも合わ
せて、その時々でより適切なあり方を模索していくことが求められている。

阿部　治正　

２－３
議会報告会配布資料のホームページ
公開について

議会報告会で配布した資料の公開がHPで公開されていない。今後は公開した方が良いのではな
いか。

流政会

２－４ 議会報告会アンケート分析について

議会報告会に足を運んでいただいた方の属性は（１）議会だよりの広報を見て（２）テーマに興味を
もっている（３）議員の声がけ　によるものが大きいと感じる。（１）の方々は足多いが、この方々は
市政に興味を感じている方々であるが、より多くの市民に足を運んでいただけるよう、アンケートを
もとに分析を行った方が良いのではないか。

流政会

２－５ 開催方法の見直し
ここ数年､常任委員会単位で年間2回開催してきたが開催単位､回数について見直す。
広報広聴の在り方によっては議会運営委員会にて検討？。

自由民主党

２－６
議会報告会のアンケート内容の充実
について

議会報告会のアンケート内容の充実については引き続き議論すべき。 公明党

２－７ 報告内容
各委員会任せであり、所管外も行えるようになっているが、改選ごとに大幅な議員が交代する流れ
の中で、継続性の担保されるか、疑問

日本共産党

３－１ 【市議会だより】 記事内容の充実
委員会報告やクローズアップなどの項目を追加して、読者である市民の関心を持っていただける
記事の掲載に努めたが、より読み手の立場に立って編集していく必要がある。（文字が多すぎる・
イラストや写真が少ない等）

新風流山

３－２
委員会欄の校正について話し合う事
前協議のルール

議案、陳情などにより開催委員会が多い場合、また重要案件であることで、委員会討論が長い場
合の取り扱い。※委員会欄の平等にこだわりすぎ、討論内容が伝わらなかったり、議案の内容が
不明確にならないための取り扱い。また各議会にもよるが、議案の賛否が拮抗し、将来的にも当
時の賛否の討論の正確性が問われるよう案件の場合（特別委員会の同意に基づき）や、全会一致
の者しかない場合は、審査議案の本数のみとし、賛否が分かれたものについてしっかりと記載する
などの通常ではいかない場合の事前協議をルール化

日本共産党

４－１ 【インターネット、ＳＮＳ】 流山市議会facebookの分析について
流山市議会のfacebookファンページのページビューについて共有していただいたことがあったが、
どの投稿が効果的なのか、議論する機会が無かった。効果的なものとそうでないものを整理する
必要がある。次回ご検討いただきたい。

流政会

４－２ 予定表への掲載基準の明確化 次回本会議日程や視察･研修などの掲載基準を明確化する(会派の視察も含め)。 自由民主党

４－３ SNSの情報発信の充実
通常の議会の開催連絡から議会報告会のイベント告知と発信は増えたが、市民のアクションがと
ても少ない。情報の発信方法を工夫する必要がある。

新風流山

４－３ ホームページの充実
掲載する資料などのデーターは適切なのか。情報の発信内容は適切なのか。量的・質的に再協議
が必要

新風流山

５－１ 【その他】 議会基本条例に基づく理念について
議会基本条例（第10条の議会報告会の規定を再確認）議会自らが積極的に地域に出向き、直接、
市民に対して政策提言など議会活動の状況を報告し、市民の関心や意見を直接聞くことを位置付
けている。再度主旨の徹底を図るべきと考える。

流政会

５－２
議会広報広聴特別委員会の運営方
法について

議会だより、インターネット＆SNS、議会報告会など、議題の内容が多岐に渡る。かつ委員も10名と
多いため審議内容に関する事前の情報共有に時間がかかってしまう。テーマ毎に検討する担当を
分けるなど運営上の工夫が必要と思われる。運営方法についてご検討いただきたい。

流政会

議会広報広聴特別委員会　引き継ぎ事項 別紙１


